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十
日
町
市
の
春
を
呼
ぶ
、
昔
し
懐
か

し
い
行
事
。

　
　
（
イ
ラ
ス
ト
H
鈴
木
蘭
さ
ん

　
　
　
　
　
　
広
報
協
力
員
）



資
源
ご
み
収
集
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

ー
こ
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
ー

　
昨
年
7
月
に
「
ご
み
指
定
袋
の
導
入
」
と
「
持
ち
込
み
ご
み
の
有
料
化
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
8
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
ま
た
、
1
0
月
か
ら
2
か
月
間
、

全
市
を
対
象
に
「
資
源
ご
み
収
集
」
を
試
験
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
4
月
1
日
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
「
資
源
ご
み
収
集
」
が
本
格
的
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に

市
民
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

商
店
や
事
業
所
の

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
空
き
缶
も

　
　
　
　
　
対
象
に
な
り
ま
す

　
4
月
1
日
か
ら
、
現
在
の
「
燃
え
る

ご
み
」
「
燃
え
な
い
ご
み
」
「
粗
大
ご
み
」

の
3
分
別
収
集
が
、
「
燃
え
る
ご
み
」
「
資

源
ご
み
（
紙
類
）
」
「
埋
立
て
ご
み
」
「
資

源
ご
み
（
鉄
・
ア
ル
ミ
類
）
」
の
4
分
別

収
集
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
収
集
回
数
は
、
十
日
町
市
・
川
西
町

と
も
全
域
で
同
じ
く
な
り
ま
す
。
（
市
報

と
い
っ
し
ょ
に
配
布
し
た
「
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

　
商
店
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
ダ

ン
ボ
ー
ル
・
空
き
缶
（
飲
料
用
）
も
収

集
し
ま
す
。
た
だ
し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
管
理
に
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う

注
意
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
資
源
ご
み
収
集
」
は
、
何
と
い
っ

て
も
市
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
が
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
よ
り
よ
い
環
境
を

作
る
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源

化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ツ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
で

　
　
資
源
こ
み
収
集
を
充
実

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
よ
り
充
実
し
た
「
資
源
ご
み
収
集
」

を
行
う
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
建

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
建
設
場
所
は
、
焼
却
場
敷
地
内
（
新

焼
却
場
の
隣
り
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

墜
聞
雛
糞
わ
せ
　
錯
瞬
町
毒
州
鐘
欝
衛
盤

施
設
経
登
（
魯
麗
ー
3
駐
艶
羅
〉
蒙
癒

　
は
保
健
衛
墾
諜
環
境
衛
盤
係
（
鍛
雛
！

　
3
1
墨
塗
内
線
鰯
）
幾
。

　
利
用
形
態
は
、
①
回
収
し
た
資
源
ご
　
　
所
と
し
て
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
ッ
　
ク

み
の
一
時
保
管
場
所
②
事
業
所
・
商
店
　
　
現
在
、
ご
み
減
量
（
W
a
C
）
懇
談
会

等
が
直
接
持
ち
込
む
資
源
ご
み
の
受
け
　
　
で
検
討
中
で
あ
り
、
今
秋
に
は
完
成
す

入
れ
場
所
③
不
用
品
バ
ザ
ー
の
開
催
場
　
　
る
予
定
で
す
。

指
定
袋
導
入
な
ど
で
約
5
0
0
ト
ン
の
こ
み
が
減
量

～
処
理
経
費
ー
ト
ン
当
り
1
万
6
干
円
換
算
で
約
8
0
0
万
円
の
節
減
～

　
昨
年
7
月
1
日
か
ら
「
ご

み
指
定
袋
の
導
入
」
と
「
持

ち
込
み
ご
み
の
有
料
化
」
を

ス
タ
ー
ト
し
て
、
8
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
．

　
昨
年
4
月
か
ら
の
各
月
に

お
け
る
ご
み
の
排
出
量
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、

昨
年
7
月
か
ら
今
年
1
月
ま

で
の
7
か
月
間
の
累
計
を
前

年
と
比
較
す
る
と
、
「
燃
え
る

ご
み
」
が
3
7
3
ト
ン
（
前
年

比
5
・
1
％
の
減
）
、
「
燃
え

な
い
ご
み
」
が
1
2
7
ト
ン
（
前

年
比
3
・
8
％
の
減
）
合
計

5
0
0
ト
ン
（
前
年
比
4
・
7

％
の
減
）
の
ご
み
が
減
量
さ

れ
ま
し
た
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

さ
れ
た
「
燃
え
る
ご
み
」
の

（単位：トン）ごみ処理量の推移（十日町市）

燃　鍵　る　逡　み 燃鑑　な　繍　謬　謬
平成癒蕪 平成総年 銘較 欝載麟き 平成雛韓 撮較

4　月 1，069 1，345 276 645 667 22

5　周 1，081 1，169 88 614 664 50

6　月 993 1，131 138 532 1，123 591

小計 3，143 3，645 ・　502 1，791 2，454 663

7　月 1，025 1，007 △　18 531 449 △　82

8　月 1，180 1，137 △　43 516 521 5
駐　月 992 885 △107 506 462 △　44

恥　月 945 902 △　43 465 433 △　32

灘　月 1，046 953 △　93 475 533 58

建　愚 1，114 1，044 △　70 520 457 △　63

1　周 960 961 1 303 334 31

小計 7，262 6，889 △373 3，316 3，189 △127

　
「
あ
・
ん
の
会
」
と
い
う
リ
サ
イ
ク

ル
団
体
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
今
年
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
ス
ト
ッ
ク
ヤ

ー
ド
」
に
興
味
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
市
内
に
は
、
色
々
な
リ
サ
イ
ク
ル

団
体
が
あ
り
、
町
内
や
学
校
で
も
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
、
各
種
リ
サ

イ
ク
ル
団
体
と
市
民
が
連
携
し
た
活
動

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
米
　
　
米
　
　
来
　
　
米
　
　
来
　
　
来
　
　
来
　
　
来
　
　
来
　
　
来
　
　
※

　
指
定
袋
の
導
入
に
合
わ
せ
て
集
落
内

に
3
か
所
の
ご
み
集
積
庫
を
設
置
し
、

ご
婦
人
方
か
ら
大
変
喜
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。
最
初
は
、
袋
に
水
切
り
用
の
穴

を
開
け
て
出
す
人
が
い
て
大
変
困
り
ま

し
た
。
全
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、

番
号
制
を
導
入
し
た
り
し
て
解
決
し
た

ん
で
す
よ
。
資
源
の
有
効
活
用
は
、
環

境
の
浄
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
物
を
大

事
に
す
る
心
を
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
教

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

米関ロ　薫さ，
米

　（川原町・36歳）

酒井喜市さ、
（吉田山谷・61歳

2



比
較
で
は
、
前
年
比
率
1
0
％
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
4
月
か
ら
は
、
資
源
ご
み
収
集

が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ご
み
の
減
量
化
は
さ
ら
に
進
む
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
．

減
量
化
・
再
資
源
化
は

　
　
処
理
経
費
の
節
減
に

　
平
成
5
年
度
に
お
け
る
ご
み
処
理
経

費
は
、
総
額
で
約
3
億
3
千
5
百
万
円

で
す
。
一
世
帯
当
り
で
は
、
約
2
万
7

千
円
か
か
り
ま
し
た
。
（
経
費
の
内
訳
は

グ
ラ
フ
の
と
お
り
）
平
成
4
年
度
と
比

較
し
て
約
8
千
8
百
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
昨
年
1
0
月
に

完
成
し
た
新
焼
却
場
の
建
設
費
（
3
7
億

3
千
万
円
）
の
償
還
金
が
加
わ
っ
た
た

め
で
す
．

　
指
定
袋
の
導
入
や
資
源
ご
み
回
収
の

本
格
実
施
に
よ
り
、
今
後
ご
み
の
減
量

化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
ご
み
処
理
に

か
か
る
経
費
は
減
少
し
ま
す
。

ごみ処理経費（平成5年度分）

人件費等（7．7％）　↓管理費（0．1％）470千円

25，864千円

　　焼却費　　　’

継繭
／埋立費
　（11．5％）

　38，423千円

　　　　　335，30
　　　　　　（1㌧当

収集費　　　15濁
（22．6％）

75，579千円

公債費（27．9％）
93，572千円

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
十
日
町
市
消
費
者
協
会
、
あ
・
ん

の
会
、
な
か
ま
の
家
、
ピ
ー
タ
ー
パ

ン
、
パ
ワ
フ
ル
・
マ
マ
で
構
成
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
太

田
祐
子
代
表
）
で
は
、
2
月
1
7
日
働

～
1
9
日
㈲
ラ
イ
オ
ン
堂
内
で
、
阪
神

大
震
災
義
援
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ャ
リ
テ

ィ
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
ま
だ
使

え
る
の
に
家
庭
で
い
ら
な
く
な
っ
た

不
用
品
を
生
か
す
と
と
も
に
、
阪
神

大
震
災
の
被
災
者
を
応
援
し
よ
う
と

企
画
し
た
も
の
で
す
。
6
5
人
と
5
団

体
か
ら
提
供
の
あ
っ
た
不
用
品
の
販

売
額
3
2
7
、
5
7
5
円
は
、
日
本

赤
十
字
社
十
日
町
支
会
を
通
じ
て
、

被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

鰯霧騒顛毎一・羅鰻謹　・i

鰭
，
．

大勢のお客様でにぎわいました

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
経
過

H
5
・
2
・
4
「
ご
み
指
定
袋
導
入
」
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
（
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
長
等
5
2
8
人
対
象
）

　
　
翰
・
擁
新
焼
却
場
完
成

　
　
⑩
．
4
第
羅
回
ご
み
減
量
（
W
a
O
）
懇
談
会
開
催
（
市
の
万
針
…
④
ご
み
指
定
袋

　
　
　
　
　
の
導
入
㊧
持
ち
込
み
ご
み
の
有
料
化
⑧
資
源
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
検
討
）

　
　
蛮
0
．
紫
0
　
「
指
定
袋
の
晃
本
」
を
全
戸
に
配
布
．
（
同
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
全
戸

　
　
　
　
　
対
象
に
実
施
）

　
　
筍
．
2
0
第
2
回
ご
み
減
董
（
W
∂
C
）
懇
談
会
開
催
（
指
定
袋
導
入
の
異
体
的
手
法

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
検
討
）

H
6
．
2
．
8
第
3
回
ご
み
減
量
（
W
∂
C
）
懇
談
会
開
催
（
指
定
袋
導
入
の
異
体
的
方
針

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
検
討
）

　
　
2
．
麗
～
3
・
帽
ご
み
指
定
袋
導
入
等
説
明
会
開
催
（
循
会
場
）

　
　
3
．
2
事
業
所
に
対
す
る
ご
み
処
理
ア
ン
ケ
ー
ド
調
査
実
施
（
5
0
0
事
業
所
対
象
）

　
　
4
・
4
空
き
缶
回
収
及
び
廃
品
回
収
支
援
事
業
を
強
化

　
　
4
・
鐸
衛
生
組
含
長
会
議
開
催

　
　
4
・
甥
生
書
み
処
理
容
器
の
補
助
・
あ
っ
せ
ん

　
　
5
。
1
空
き
缶
入
れ
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
（
市
役
所
・
市
民
会
館
な
ど
9
か
所
）

　
　
5
．
編
ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
ク
ロ
ス
歪
0
大
ホ
ー
ル
6
0

　
　
　
　
　
0
人
参
加
）

　
　
6
。
1
資
源
ご
み
収
集
実
施
（
6
月
～
斜
月
の
6
か
月
闇
、
十
臼
町
西
部
地
区
と
八

　
　
　
　
　
箇
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
実
施
）

　
　
6
。
蟹
第
4
回
ご
み
減
量
（
W
a
G
）
懇
談
会
開
催
（
糸
魚
川
市
の
資
源
ご
み
収
集

　
　
　
　
　
を
視
察
）

　
　
7
・
d
ご
み
指
建
袋
の
導
入
、
持
ち
込
み
ご
み
の
膏
料
化
ス
タ
！
卜

　
　
7
・
翅
ク
リ
ー
ン
推
進
員
設
置
（
7
2
0
人
）

　
　
9
・
駕
第
5
團
ご
み
減
量
（
W
a
C
）
懇
談
会
開
催
（
資
源
ご
み
収
集
、
過
剰
包
装

　
　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て
検
討
）

　
　
耀
o
・
4
ご
お
指
建
袋
導
入
本
格
実
施

　
　
鑑
0
．
4
資
源
ご
み
収
集
実
施
（
窪
0
周
・
鋼
月
の
2
か
周
間
、
全
南
を
対
象
に
試
験
的

　
　
　
　
　
に
実
施
）

　
　
催
．
7
第
6
回
ご
み
減
量
（
W
a
C
）
懇
談
会
開
催
（
ご
み
減
量
協
力
店
の
取
り
組

　
　
　
　
　
み
に
つ
い
て
検
討
）

　
　
綱
・
類
◎
新
井
雨
再
資
源
セ
ン
タ
ー
を
視
察

圓
灘
．
2
．
器
第
灘
團
ご
み
減
蚤
（
W
a
G
）
懇
談
会
開
催
（
資
源
ご
み
収
集
の
臭
体
的
万

　
　
　
　
　
針
、
ス
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
に
つ
い
て
検
討
）

　
指
定
袋
が
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
こ

ろ
は
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
が
い
て
、

袋
に
名
前
を
書
い
て
出
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
ま
っ

た
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
が
一

生
懸
命
な
の
が
い
い
で
す
ね
。
ご
み
の

減
量
化
や
再
資
源
化
は
、
何
と
い
っ
て

も
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
だ
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
家
で
出
来
る
だ
け
処
理

す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
　
※
　
　
来
　
　
※
　
　
米
　
　
巌

　
ク
リ
ー
ン
推
進
員
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

ご
み
の
出
し
方
の
マ
ナ
ー
が
良
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
ご
み
の
量
も
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
ご
み
収
集
の
効
率
も
高
ま
っ
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
4
月
1
日
か
ぢ
は
、
資
源
ご
み
の
収

集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
を
よ
く
見
て
、
正
し
い
ご
み

の
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

・遠田フクさん
※

　（川治上町1・60歳）

根津精一郎さ

（上野事業所・5砿
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十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
を
設
立

Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
い
ん
し
ゃ

芸
術
・
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
の
牽
引
車
に

　
昨
年
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
」

の
設
立
総
会
が
、
2
月
2
5
日
出
午
後
5
時
か
ら
ク
ロ
ス
ー
0
中
ホ
ー
ル
で

関
係
者
2
7
0
人
が
集
ま
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
引
き
続
き

行
わ
れ
た
設
立
祝
賀
会
は
、
十
日
町
小
唄
の
輪
踊
り
が
出
る
な
ど
、
地

域
の
芸
術
・
文
化
の
代
表
者
が
参
集
し
た
会
ら
し
く
、
終
始
華
や
か
で

和
や
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
連
合
会
の
設
立
は
、
今
後
市
が
目
指
す
「
芸
術
・
文
化
の
か
お
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
力
強
い
牽
引
車
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

14
協
会
、
9
7
団
体
、

2
、
3
0
0
人
が
加
盟

　
総
会
は
、
佐
野
良
吉
設
立
準
備
委
員

長
の
「
連
合
会
の
設
立
は
、
こ
の
地
域

の
芸
術
・
文
化
の
基
盤
整
備
に
必
ず
役

立
つ
も
の
と
確
信
す
る
」
と
い
う
あ
い

さ
つ
に
引
き
続
き
、
座
長
に
島
田
政
之

助
設
立
準
備
副
委
員
長
を
選
任
し
て
進

め
ら
れ
ま
し
た
．

　
経
過
報
告
で
は
山
内
正
胤
設
立
準
備

副
委
員
長
か
ら
、
昨
年
1
1
月
7
日
の
設

立
発
起
人
会
、
同
月
2
4
日
の
記
者
会
見
、

12

月
か
ら
1
月
に
か
け
て
の
加
盟
団
体

へ
の
説
明
会
な
ど
の
経
過
と
合
わ
せ
、

2
月
2
0
日
現
在
で
1
4
協
会
、
9
7
団
体
、

約
2
、
3
0
0
人
の
加
盟
が
な
さ
れ
た

旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
会
の
概
要
説
明
に
立
っ
た
梧

澤
英
男
さ
ん
か
ら
は
、
会
則
の
説
明
と

合
わ
せ
、
既
存
の
協
会
や
団
体
が
広
域

的
に
組
織
さ
れ
て
い
る
た
め
、
名
称
は

「
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
」
で
あ

る
が
、
事
業
の
展
開
と
し
て
は
広
域
的

轟

に
取
り
組
む
こ
と
。
財
政
面
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
全
面
に
出
し
た
、
黒
子
的
役

割
で
運
営
し
て
い
く
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

平
成
7
年
度
予
算
規
模
は

　
　
　
　
　
1
干
万
円
強
に

　
2
月
2
0
日
現
在
で
、
会
の
財
政
を
支

援
す
る
企
業
・
団
体
か
ら
な
る
委
嘱
理
r

事
（
月
会
費
1
万
円
）
に
6
6
の
加
盟
が
、

ま
た
賛
助
会
員
（
法
人
口
年
会
費
2
万

円
、
個
人
H
年
会
費
1
万
円
）
に
は
4
9

の
企
業
と
個
人
が
加
盟
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
、
来
年
度
予
算
で
市
が
予
定
し
て

い
る
補
助
金
2
1
0
万
円
を
合
わ
せ
る

と
、
連
合
会
の
初
年
度
予
算
は
1
千
万

円
を
超
え
る
こ
と
が
確
実
と
な
り
ま
し

た
。　

予
算
規
模
、
会
員
数
と
も
県
下
最
大

規
模
の
「
文
化
協
会
」
と
な
り
ま
す
。

初
代
会
長
に

佐
野
良
吉
さ
ん
を
選
任

　
概
要
説
明
に
引
き
続
き
、
会
長
に
佐

野
良
吉
さ
ん
、
副
会
長
に
島
田
政
之
助

さ
ん
、
丸
山
秀
二
さ
ん
、
専
務
理
事
に

梧
澤
英
男
さ
ん
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

十日町市文化協会連合会

　「組織図」

事監

賛鋤餐員

正
・
副
餐
長

顧

關

会事理

委
嘱
理
事

単
協
理
事

専

務

運
営
委
員
会

総　　　餐

伽盟圃体）
事
務
局

　
初
代
会
長
に
就
任
し
た
佐
野
さ
ん
は
、

「
連
合
会
の
仕
事
を
、
一
つ
は
構
成
員

の
活
動
を
側
面
か
ら
援
助
す
る
こ
と
。

一
つ
は
新
し
い
文
化
の
創
造
の
た
め
、

大
勢
の
人
た
ち
の
お
金
や
知
恵
を
集
結

す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
強
調
。
さ
ら
に
、

初
期
の
雪
ま
つ
り
の
話
を
織
り
混
ぜ
な

が
ら
、
「
お
金
を
出
せ
る
人
は
お
金
を
、

知
恵
を
出
せ
る
人
は
知
恵
を
、
と
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
出
せ
る
力
を
出
し
合
い
、

そ
れ
を
集
結
し
て
い
く
こ
と
が
所
期
の

目
的
達
成
に
つ
な
が
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　　　　　役員名簿轍隷㈱
■顧　　　　聞　　本国欣二鋒羅ヨ総田霞｝調隊長麓蘂麹、霊⑧太

O会　　長佐野良吉　　　口副会長鶴圏政建助・鈍幽秀ニ

ロ専　務橘澤英男　 ロ委嘱躍寮備識
口運営委員　幽内正胤・圃村審一・藤巻秀韮・遠藤戴棄一

　　　　圏載弥生・村幽　薫・叢輪満雄・越村灘粥
　　　　園材哲彦・関鼠純炎・嘗重轟懸ね・関国　修
　　　　後藤穂炎・禰久弊霊・炎熊叢彦
日監　　事坤材　稔・欝内　孝
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　◎4月9日◎県議会議員一般選挙
◎4月23日◎市議会議員一般選挙

来月は統一地方選挙の月です。県議会議員と市議会議員の、わたしたち

にとって一番身近な選挙が行われます。これからの政治を任せる人を冷静

に判断し、明るい選挙を行いましょう。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
4

月
9
日
執
行
予
定
の
新
潟
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
、
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
4
月
2
3
日
執
行
予
定
の
十
日

町
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。
立
候
補
予
定
者
は
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
■
と
　
き
　
3
月
2
4
日
㈹

　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～

　
■
と
こ
ろ
　
長
岡
市
役
所
大
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
階
）

◎
十
日
町
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
■
と
　
き
　
3
月
2
8
日
㈹

　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～

　
■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
中
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
階
）

県
内
で

　
　
転
居
し
た
人
の
投
票

　
新
潟
県
議
会
議
員
の
選
挙
で
は
、
他

の
市
町
村
に
住
所
を
移
し
た
場
合
（
平

成
6
年
1
2
月
31
日
以
降
の
転
入
者
）
で

あ
っ
て
も
、
県
内
の
市
町
村
に
引
き
続

き
住
所
を
有
す
る
人
は
、
新
住
所
地
の

市
町
村
長
の
証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
、

前
に
住
ん
で
い
た
市
町
村
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
証
明
書
の
提
示
が

な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
）
証
明
書
は
、

市
町
村
の
住
所
の
異
動
を
扱
っ
て
い
る

窓
口
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

県
議
選

　
　
　
立
候
補
届
出
受
付

■
と
　
き
　
3
月
31
日
働
午
前
8
時
3
0

　
分
～
午
後
5
時
（
こ
の
時
間
以
外
は

　
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

■
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
i
集
団
指
導

室
（
3
階
）

■
受
付
順
　
午
前
8
時
3
0
分
ま
で
に
参

　
集
さ
れ
た
候
補
者
が
、
二
人
以
上
い

　
る
場
合
は
、
す
べ
て
「
ク
ジ
」
で
決

　
め
ま
す
。

※
事
前
審
査

■
と
　
き
　
3
月
2
4
日
働
～
2
8
日
㈹

　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

聖
と
こ
ろ
　
市
選
挙
事
務
室

選
挙
事
務
室
を

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講

■
3
月
2
日
㈲
～
1
6
日
㈲

市
役
所
小
会
議
室
（
2
階
）

　
費
5
7
1
3
1
1
1
内
線
㎜

■
3
月
1
7
日
働
～
4
月
2
8
日
働

保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室
（
1
階
）

　
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
田
・
肥

郵
便
投
票
証
明
書

　
体
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

請
求
す
る
場
合
に
は
、
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。
こ
の
証
明

書
の
有
効
期
限
は
交
付
の
日
か
ら
”
4

か
年
”
で
す
．

　
4
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
お
持

ち
の
人
は
有
効
期
限
を
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。
期
限
が
終
わ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
持
っ

て
い
な
く
て
、
重
度
の
障
害
に
該
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
人
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
添
え
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

飛
◆
奪
6
募
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
も
◎
審
◆
も
◆
毒
◆
睾
◆
も
◆
毒
◆
も
◆
奪
◆
も
◆
季
9
睾
◆
毒
◆
垂
◆
皇
◆
毒
◆
も
◆
奪
◆
奉
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
も
◆
奪

ゆ

㎜
4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
改
正

ゆ

㎜
　
　
5
月
額
糧
電
、
鷺
0
0
円
か
ら
謡
1
、
7
0
0
円
に
～

卿
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獲
鍔
か
ら
国
属
年
金
保
険
料
が
、

年
金
受
給
額
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

月
額
1
墨
、
1
0
0
円
か
ら
ー
ユ
、

7
0
◎
周
に
な
り
ま
す
。
付
加
保
険

料
は
月
額
4
0
0
円
廼
変
わ
η
ま
せ

駕
。麹

便
利
で
お
得
な
－
前
納
制
度
蟻

　
前
納
し
た
場
合
と
毎
月
納
め
た
場

合
の
銘
較
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
定
額
保
険
利
翔
の
場
合

　
毎
月
納
獄
…
墨
4
◎
、
4
0
◎
円

　
繭
　
納
…
…
1
3
7
、
◎
1
0
円

　
割
引
額
…
…
…
…
3
、
3
9
0
円

▼
定
額
ど
付
蜘
保
険
料
の
場
合

　
毎
月
納
付
…
1
4
5
、
2
0
0
円

　
前
　
納
…
…
1
4
1
、
6
9
0
円

、
割
引
額
…
…
き
蕊
、
5
董
0
円

▼
前
納
を
希
望
す
る
人
は

　
纏
潟
舗
日
㈱
ま
で
に
、
市
民
課
年

金
係
へ
串
し
込
ん
で
く
だ
さ
糖
。
平

成
6
年
度
以
前
か
ら
前
納
し
て
い
る

人
は
、
前
納
扱
い
に
な
り
ま
す
。
串

し
込
み
は
必
要
あ
η
ま
せ
ん
。

園
国
民
年
金
保
険
料
を

　
　
　
　
　
　
納
め
ま
し
た
か

　
2
◎
歳
以
上
⑤
0
歳
未
満
の
商
工
業

者
、
農
業
な
ど
の
自
営
業
者
や
学
生

は
罰
第
1
号
被
保
険
者
」
と
な
ゆ
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
O
ま
せ
ん
、
保
険
料

を
納
め
な
い
で
騨
る
と
年
金
が
減
額

さ
れ
た
り
、
受
給
で
き
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一

度
納
め
忘
れ
が
な
鱒
か
確
認
し
て
、

3
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

園
聞
礎
合
わ
せ
　
叢
民
課
年
金
係

　
（
容
駆
1
3
歪
1
1
内
線
観
・

　
翻
）
へ
。

“ひ“ひ瀞導覇ひ“ゆ壷ゆ瀞φ鞭◆蔚◎｛ひφ◆轡◆瀞◆敏◆継ひ瀞ψ・瀞φ』瀞り・謄ψ帯φ贈◆“ゆ“◆痢ゆ轍◆痢φ轍”ψ◆“φ瀞◆ψ

ゆ
◎
髪
◆
蚤
望
導
◎
毒
◆
馨
璽
ξ
奉
◆
巻
◎
肇
◆
毒
◎
竈
ラ
華
◆
蔭
◆
毒
全
警
全
幸
◆
萎
◆
萎
，
毒
争
塁
全
撃
皇
辱
◎
毒
，
奪
◆
謬
◆
集
◆
等
◆
肇
，
；
墾
◆
蕃
◆
㌧
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　　　　さと　　にいはりかい
「のぞみの郷』新墾会
　（代表＝川田一幸） 新墾会の野ウサギ汁は大好評でした

平成6年11月1日に、「のぞみの郷」新墾会は発足し

ました。「地域づくりやまちづくりを地域みんなの手で」

を合言葉にしています。珠川台地に8年秋に当間高原

リゾートがオープンします。リゾートを通したまちづ

くりに取り組もうと、集落や年代の壁を超えた有志約

100人で発足した会も、現在水沢地区だけでなく市内全

域から約300人の会員を数えます。

発足早々でしたが、今年の雪まつりに水沢駅近くの

「じょんのみひろば」と「コミュニティひろば」に参

加しました。地域や市民の皆さんの暖かい支援で1回

目のイベントを終えました。春には花まつり「アイリ

スまつり」（仮称）を計画しています。珠川の台地をは

じめとする地域で、ジャーマン・アイリスを育て、多

くの人から訪れてもらえたらなあ、と考えています。

そのほか、会では花事業・特産品・雪まつり・イベン

トの4つの部会で、色々な企画を考えています。そし

て、この妻有の地に根ざした活動を続けていきたいと

思っています。

会では、バイタリティーあふれる若い世代の皆さん

の参加をお待ちしています。また女性の参加も大歓迎

です。会やイベントに興味ある人は、あてま塾（昼智

58－3318）または川田一幸（珠川・昼智63－4598・夜

智58－2951）へ連絡してください。

雪像づくりも終わり、みんなで「カンパイ」

　
卵
で
作
っ
た
皮
が
、
黄
色
い
花
び
ら

の
よ
う
に
見
え
る
、
か
わ
い
い
卵
シ
ュ

ー
マ
イ
で
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
盛
り
合

わ
せ
る
な
ど
す
る
と
、
色
あ
い
も
鮮
や

か
で
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
子
供
た
ち

に
も
大
好
評
の
、
我
が
家
自
慢
の
一
品

で
す
．

〈
作
り
方
〉

①
卵
を
割
り
、
ほ
ぐ
し
て
塩
・
こ
し
ょ

　
う
で
味
付
け
し
、
熱
し
た

　
小
さ
な
フ
ラ
イ
パ
ン
に
・
、
嚢
糞
…

　
1
／
6
ず
つ
流
し
込
ん
で
、

　
薄
焼
き
卵
を
6
枚
作
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悼
舞

②
包
丁
で
細
か
く
し
た
豚
ひ

　
き
肉
、
玉
ね
ぎ
、
ね
ぎ
、

　
う
で
味
付
け
し
て
よ
く
練

　
る
。

や
ま
な
会
（
＋
日
町
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
％
　
　
％
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
じ
　
　
じ
少

　
　
　
　
臨
騒
礁
欝
㎜
、
繕
　
　
　
　
　
　
さ
さ
）
さ
…

　
　
　
　
　
　
　
．
蠣
馨
．
驚
…
…
、
．
…
爆
　
　
　
材
…
ひ
ね
　
ぎ
よ
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
卵
豚
玉
　
　
ね
し
　
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
②
を
6
個
の
小
さ
な
ボ
ー
ル
形
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
栗
粉
を
ま
ぶ
す
。

卵
で
作
っ
た
皮
が
、
黄
色
い
花
び
ら
　
　
④
ラ
ッ
プ
の
上
に
①
の
卵
を
敷
き
、
そ

）
よ
う
に
見
え
る
、
か
わ
い
い
卵
シ
ュ
　
　
　
の
上
に
③
を
の
せ
て
、
ラ
ッ
プ
も
い

ー
マ
イ
で
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
盛
り
合
　
　
　
っ
し
ょ
に
シ
ュ
ー
マ
イ
形
に
す
る
。

V
せ
る
な
ど
す
る
と
、
色
あ
い
も
鮮
や
　
　
⑤
④
を
電
子
レ
ン
ジ
で
約
3
分
間
加
熱

～
で
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
　
　
　
す
る
（
蒸
し
器
で
は
約
1
0
分
間
蒸
す
）
。

ト
も
大
好
評
の
、
我
が
家
自
慢
の
一
品
　
　
　
ラ
ッ
プ
を
む
い
て
で
き
あ
が
り
。

・
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
な
ど
を
の
せ
て
も

（
作
り
方
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
た
目
が
鮮
か
に
な
り
ま
す
。

一・

　曽根イミ子さん
　（池谷・57歳智59－2096）
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β

⑭鐙島保育所
・

簾
・
藝
．

　
　
　
　
鞭
　
　
懸
購

　
　
　
　
　
溝
鑛

　
　
　
　
　
　
、
認
酔
、
、
轡
難

　
　
　
　
　
　
！
彦
襲

　　く　み　こ
酒井久美子ちゃん

　　（6歳）

　小学生になったら、学校にお花

をたくさん植えるの。私がお花を

植えている絵だよ。

　　こつ　へい
島田公平くん

　（6歳）

　ぼくは、走ったり運動したりす

るのが大好き。小学生になったら

もっともっと体をきたえるんだ。

　
　
　
　
、
争
謝

購
ス
轟

ン
話

ポイ

、

臓
鋤

聖聖Have　you　been　there？”

行ったことがありますか

　今月は、「～たことがありますか」という表現に

ついてです。

A　：W続a驚did　yoロd◎①驚駿鑓s　w¢ek纏r鍵嚢？　《先週

　　　末は櫛をし薫だん懸すか錐

欝　：藝糠er慮懸o　Tokyo　Dlsr潅纏蟹lar潅d》》誌欝繭蟹懸纏爆欝

　　　lly．②幽ve◎ubee舳馳隠頒家族匙棄京
　　　ディズ蕊一・ラン電へ行って来蒙した。行煽

　　　た、ことありますか〉

A：③Uh・h覇。Myooqs納a腕dlw㊤醜，臨鯉e鍵．

　　　　（ええ。去年糖とこと行って来ましだ）

　①は一番近い週末という意味で、Iastweekend

ではなくthisweekendです。②のHaveyou～は
「～たことがありますか」という決まった表現で

す。beenは「ビン」という感じで、短かく発音し

ましょう。続けて言うと「ハヴユービン」ですね。

③は、Yesの意味で、会話ではYesと同じよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　に頻繁に使われます。発音は「アー一ハー」のよう

に、後半を強く言うように気をつけてください。

うなづきながら発音するといいですね。会話では

言葉だけでなく、ジェスチャーや表情、声の抑揚

などが重要なコミュニケーションの要素となりま

す。恥ずかしがらずに気持ちを込めて会話してみ
ましょう。

覇撒、．胆欝
鰍

丸
山

β
㌧
そ

　
下
条
の
為
永
で
8
人
兄
弟
の
真
ん
中

に
生
ま
れ
て
の
お
。
家
が
豆
腐
屋
を
し

て
い
た
ん
で
、
小
学
校
の
4
年
こ
ろ
か

ら
毎
朝
4
時
に
起
き
て
家
の
手
伝
い
を

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
校
を
卒
業
す

る
と
、
本
町
に
あ
っ
た
阿
部
呉
服
店
に

小
僧
に
出
さ
れ
た
ん
の
。
あ
の
こ
ろ
の

小
僧
は
、
兵
隊
検
査
が
終
わ
る
ま
で
給

料
な
し
だ
っ
た
ん
の
。
病
気
を
し
て
も

医
者
に
は
い
か
ん
ね
え
し
、
薬
も
飲
ん

だ
こ
と
が
な
か
っ
た
で
す
て
え
。
大
正

12

年
の
関
東
大
震
災
の
と
き
、
ち
ょ
う

ど
小
間
づ
か
い
に
出
て
て
、
歩
け
な
い

ほ
ど
揺
れ
た
の
を
思
い
出
す
の
お
。

　
昭
和
2
年
～
3
年
の
大
不
況
で
、
正

念
寺
小
路
に
あ
っ
た
糸
問
屋
が
倒
産
し

ま
さ政

じ

二
さ
ん

（
駅
通
り
・
8
5
歳
）

◎

た
ん
の
。
た
ま
た
ま
、
阿
部
呉
服
店
が

連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
て
六
十
九
銀
行

（
現
在
の
北
越
銀
行
）
に
借
金
の
返
済

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
て
え
あ
ん
で
、

店
の
商
品
全
部
売
っ
て
倒
産
し
た
ん
の
。

そ
の
後
、
昭
和
7
年
に
親
戚
か
ら
借
金

し
て
自
分
の
店
を
出
し
た
ん
で
す
て
え
。

嫁
も
も
ら
っ
て
1
6
年
に
は
、
よ
う
や
く

今
の
店
を
買
う
こ
と
が
で
き
た
ん
の
。

　
仕
入
は
、
夜
行
を
使
っ
て
東
京
の
日

本
橋
ま
で
行
っ
て
た
ん
だ
ど
も
、
あ
る

時
仕
入
れ
代
金
3
0
万
円
が
入
っ
た
鞄
を

山
手
線
で
ス
ラ
れ
て
ご
う
ぎ
困
っ
た
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
か
か

け
の
。
そ
れ
で
も
、
妻
は
怒
ら
ね
か
っ

た
し
、
後
で
空
の
鞄
が
戻
っ
て
来
て
の

お
。
あ
ん
ま
り
く
や
し
か
っ
た
ん
で
、

今
で
も
取
っ
て
あ
ら
ん
で
す
て
え
。
妻

に
は
、
い
っ
ぺ
え
苦
労
さ
せ
た
ど
も
、

一
回
で
も
文
句
言
わ
ね
え
で
つ
い
て
き

て
く
れ
た
ん
の
。
い
い
妻
も
ら
っ
た
と

感
謝
し
て
ら
ん
で
す
て
え
。

　
今
は
、
せ
が
れ
夫
婦
に
店
も
任
せ
た

し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
カ
ラ
オ
ケ
を
し

て
毎
日
を
楽
し
ん
で
い
ら
ん
で
す
て
え
。

7とおガ夢お平成7年3月10日
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偉
1

　十日町勢
全国大会で活躍

　スキーの全国大会に出場した十日町勢は、徳永郁美さん（南中2

年）が距離で優勝を飾るなど、全国の強豪を相手に大健闘しました。

出場選手の成績は次のとおりです。（敬称略、10位以内）

全
国
中
学
校
ス
キ
i
大
会

　
　
◆
ア
ル
ペ
ン

囹
女
子
回
転

9
位
　
児
玉
春
美
（
吉
田
中
2
年
）

　
　
◆
距
　
　
離

囹
女
子
5
キ
。
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）

1
位
　
徳
永
郁
美
（
南
中
2
年
）

5
位
　
庭
野
　
環
（
十
日
町
中
3
年
）

9
位
　
馬
場
奈
津
子
（
吉
田
中
3
年
）

全国制覇した徳永さん
の力強い走り

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
◆
距
　
　
離

囹
男
子
1
0
キ
。
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）

10

位
　
斎
木
裕
志
（
松
代
高
2
年
）

囹
女
子
5
キ
。
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）

5
位
　
弓
削
朋
子
（
十
日
町
実
2
年
）

囹
男
子
旧
キ
。
（
フ
リ
ー
）

4
位
　
斎
木
裕
志
（
松
代
高
2
年
）

囹
女
子
1
0
キ
。
（
フ
リ
ー
）

7
位
　
弓
削
朋
子
（
十
日
町
実
2
年
）

囹
女
子
巴
キ
。
リ
レ
ー
（
5
キ
。
×
3
）

8
位
＋
日
町
実

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

　
　
◆
ア
ル
ペ
ン

囹
成
人
男
子
一
部
B
大
回
転

4
位
　
後
藤
伸
昭
（
ホ
ン
マ
科
学
）

　
　
◆
複
　
　
合

囹
成
年
男
子
一
部
C

5
位
　
滝
沢
甲
子
夫
（
十
日
町
中
教
員
）

　
　
◆
距
　
　
離

囹
少
年
男
子
旧
キ
。
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）

9
位
　
斎
木
裕
志
（
松
代
高
2
年
）

囹
成
年
女
子
一
部
A
5
キ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）

7
位
　
庭
野
ひ
ろ
み
（
専
修
大
2
年
）

9
位
　
山
内
京
子
（
日
本
体
育
大
4
年
）

条
壱
壱
壱
壱
壱
壱
壱
倉
倉
壱
壱
斎
斎
斎
壱
条
壱
ふ
9
ふ
9
斎
条
斎
壱
6
ゆ
▽
条
壱
斎
条
斎
斎
斎
倉
倉
壱
含
斎
壱
壱
壱
壱
斎
壱
壱
壱
壱
条
壱

届
け
出
は
お
早
め
に
〃

転
出
・
転
入
者
の

　
　
総
合
案
内
コ
ー
ナ
ー

　
1
3
月
2
2
日
～
4
月
牛
日
1

　
3
月
か
ら
4
月
に
急
増
す
る
転
出
・

転
入
世
帯
の
利
便
を
図
る
た
め
、
市
役

所
市
民
ホ
ー
ル
に
「
総
合
案
内
コ
ー
ナ

i
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
電
気
・
電

話
・
学
校
等
の
手
続
き
や
相
談
を
、
そ

の
場
で
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
開
設
し
ま
す
。
転
出
・
転
入
す

る
人
に
限
ら
ず
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期
間
　
3
月
2
2
日
㈱
～
4
月
4
日

　
㈹
ま
で
。
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

■
手
続
き
内
容

電
話
（
N
T
T
十
日
町
支
店
）

電
気
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
）

郵
便
（
十
日
町
郵
便
局
）

学
校
（
教
育
委
員
会
）

税
金
（
税
務
課
）

水
道
・
下
水
道

　
　
　
　
　
（
水
道
局
・
下
水
道
課
）

国
民
健
康
保
険
（
保
健
衛
生
課
）

転
出
・
転
入
等
（
市
民
課
）

　
『
体
育
施
設
年
間
利
用
券
』
で
体
力
づ
く
り
を
　

　
平
成
7
年
度
分
の
申
し
込
み
は
、
4
　
　
　
－
4
3
7
7
）
へ
。

月
1
日
ω
か
ら
始
め
ま
す
。

①
有
効
期
限
は
平
成
8
年
3
月
31
日
ま

　
で
と
な
り
ま
す
。
（
4
・
6
・
1
2
か
月

　
券
共
通
）

②
月
の
途
中
で
申
し
込
ん
だ
場
合
で
も

　
ー
か
月
と
数
え
ま
す
。

③
シ
ー
ズ
ン
と
は
、
施
設
開
場
日
か
ら

　
閉
場
日
前
日
ま
で
を
い
い
ま
す
。

④
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
、
屋
内
グ
ラ

　
ウ
ン
ド
、
市
民
体
育
館
は
、
夜
間
開

　
放
種
目
の
み
年
間
利
用
券
で
使
用
で

　
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
（
盈
52

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
　

　
平
成
7
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
受
け
付
け
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
・
奉
仕
活
動
な
ど
の
際
の

傷
害
事
故
や
、
第
三
者
に
与
え

た
損
害
や
突
然
死
に
見
舞
金
を

支
払
う
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
補
償
制

度
で
す
．

　
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
加

入
で
き
ま
す
の
で
、
万
一
に
備

え
て
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館

　
へ
Q

匿　　　　分
一般・

高校生
中学盤
以　薫

（共　通）

総合体育館

市民体育館

武　道　館

4か月券

6か月券

12か月券

1，200円

1，800円

3，000円

600円

900円
1，500円

庭　球　場

陸上競技場

4か月券

シーズン券

1，000円

1，800円

500円

900円

区分

A 露 ¢

轍騰ツ少鯛、膨イス
カ韓などの蝉塗獅
のダル←プ

鷹撫成人の文｛臓動、魅

釜黍盤活動の菊協プ

・老人タうブ國体

　1ゲーB溝一ル・

ハイ弄ンダタラ
　ブ）など

燦紹さ纈灘一、畢趨き

野球藩一ム総の難域

ス潔一綱蕪
・高校の運動部、会魅

なゼの岡雛

掛金 1人年額　400円 1人年額　600円 1人年額1，300円

傷
害
保
険

後遺傷害

死　亡

最高

2，000万円

最高
500万円

最高

2，000万円

入　院
1日につき

4，000円

1日につき

1，800円

1日につき

41000円

通　院
1日につき

1，500円

1日につき

1，000円

1日につき

1，500円

賠蕪責任保険

㈱償限劇

対人賠償1人1億円、1事故5億円（自己負担1，000円）

対物賠償500万円（自己負担　1，000円）

薬済晃舞金 突然死および日射病、熱射病による死亡　　120万円
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膠
馨
5
も
畠

死
亡
診
断
書

ー
コ
ピ
ー
し
て
お
く
と

　
　
役
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
1

　
窓
口
で
、
死
亡
届
を
提
出
す
る
場
合

に
添
付
資
料
と
し
て
、
「
死
亡
診
断
書
」

が
必
要
で
す
。
後
日
に
な
っ
て
「
提
出

し
た
死
亡
診
断
書
を
コ
ピ
ー
し
た
い
の

で
、
返
却
し
て
ほ
し
い
」
と
言
う
人
が

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
死
亡
届
は
、
い
っ
た
ん
窓

口
で
受
理
す
る
と
添
付
資
料
の
死
亡
診

断
書
も
含
め
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
、
だ
れ
に
も
見
せ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
法
務
局
の
指
導
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
生
命
保
険
等
の
手
続
き
で
死
亡
診

断
書
が
必
要
の
場
合
、
病
院
か
ら
再
発

行
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

保
険
の
支
払
い
等
の
添
付
資
料
で
死
亡

診
断
書
の
コ
ピ
ー
で
良
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
必
要
な
人
は
コ
ピ
ー
を
済
ま
せ

て
か
ら
、
窓
口
へ
屈
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市
民
係
（
盈

　
内
線
塒
・
颯
）
へ
。

ク
ロ
ス
狙
『
物
産
ホ
ー
ル
』

　
　
　
　
　
3
月
訓
臼
休
唐

　
ク
ロ
ス
ー
0
で
は
、
3
月
31
日
㈲
棚
卸

の
た
め
「
物
産
ホ
ー
ル
」
と
「
喫
茶
コ

ー
ナ
i
」
を
休
店
し
ま
す
。
食
堂
、
貸

ホ
ー
ル
は
営
業
し
て
い
ま
す
。

引
越
し
が
決
ま
っ
た
ら

　
　
7
署
且
蕪
轡
へ

　
3
～
4
月
は
電
話
工
事
が
大
変
混
み

合
い
ま
す
。
お
引
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、

局
番
な
し
の
「
1
1
6
」
（
無
料
）
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
N
T
T
六
日
町
支
店

　
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
担
当
（
智
局
番
な

　
し
1
1
6
）
へ
．

『
原
付
講
習
』
ス
タ
ー
ト

■
講
習
予
定
日
　
3
月
1
9
日
㈲
・
2
6
日

　
㈲
・
4
月
2
日
㈲
・
1
6
日
㈲
の
午
前

　
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

■
持
参
す
る
物
　
講
習
料
（
3
、
9
0

　
0
円
）
、
住
民
票
抄
本
（
本
籍
地
の
記

　
入
さ
れ
た
も
の
）
、
印
鑑

■
申
し
込
み
　
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
i

　
（
智
5
7
1
6
0
5
5
）
へ
。

不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
に
関
す
る
契
約
、
税
務
、
境

界
等
で
お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
無
料
で
す
。

塵
と
　
き
　
3
月
2
5
日
d
D

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

■
と
こ
ろ
　
㈱
サ
ン
ウ
ッ
ド
十
日
町
営

　
業
所
（
稲
荷
町
4
）

■
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
宅
建
協
会
十

　
日
町
支
部
（
智
6
3
1
4
5
1
1
）
へ
。

農
業
嗣
軽
油
の

　
　
　
　
　
免
税
証
の
交
付

目
と
　
き
　
3
月
2
2
日
㈹
～
2
3
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
総
合
庁
舎
第
1
会

議
室
（
新
館
1
階
）

■
持
参
す
る
物
　
免
税
軽
油
使
用
者
証

交
付
申
請
書
（
会
場
に
あ
り
ま
す
）
、

耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
で

発
行
）
、
印
鑑
（
共
同
の
場
合
は
全
員

　
の
印
鑑
）
、
機
械
の
変
更
が
あ
る
場
合

　
は
販
売
証
明
書
と
カ
タ
ロ
グ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
財
務
事
務
所

濟欄膠課

　　税壁檬課
　　　　　　 　

　　欝
の　　1
　　…i

相健喜
談』』、

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

■
と
　
き
　
3
月
1
7
日
働

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
f
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
田
・
毘
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
3
月
2
7
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）

公
民
館
本
館
・
地
区
公
民
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
団
体
を
募
集

　
十
日
町
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社

会
教
育
を
応
援
す
る
た
め
、
団
体
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
会
場
を
無
料
で
提
供
し

て
い
ま
す
。
平
成
7
年
度
に
公
民
館
を
、

毎
月
1
回
以
上
定
期
的
に
利
用
し
て
、

学
習
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
社
会
教
育
活
動
を
行
い
た
い
団

体
・
グ
ル
ー
プ
の
利
用
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
3
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
、

■
期
　
間
　
平
成
7
年
4
月
～
8
年
3

　
月
　
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
～
9
時

　
3
0
分
（
専
門
講
師
が
指
導
）

■
経
　
費
　
自
治
会
費
2
、
5
0
0
円

　
利
用
団
体
等
の
代
表
者
は
利
用
す
る

各
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
十
日
町
市
公
民
館
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）

▼
中
条
地
区
公
民
館
（
智
52
i
2
7
4
8
）

▼
川
治
地
区
公
民
館
（
智
5
2
1
2
2
2
3
）

▼
吉
田
地
区
公
民
館
（
智
52
1
2
8
7
4
）

▼
下
条
地
区
公
民
館
（
智
5
5
1
2
0
0
4
）

▼
飛
渡
地
区
公
民
館
（
費
5
9
－
2
0
3
2
）

▼
六
箇
地
区
公
民
館
（
盈
52

－
5
4
3
4
）

（
教
材
費
、
材
料
費
等
は
自
己
負
担
）

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
公
民
館

　
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

学
習
コ
；
ス

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

習学ス一コ

や
　
き
　
も
　
の

手
づ
く
り
の
器
で
、
潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

美
　
　
　
　
　
術

水
彩
画
や
油
絵
、
イ
ラ
ス
ト
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

シ
ネ
マ
＆
ビ
ジ
ュ
ア
ル

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ビ
デ
オ
ド
ラ
マ
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

ワ
ー
プ
ロ
＆

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

君
も
参
加
し
、
ワ
ー
プ
ロ
検
定
に
挑
戦
し
よ
う
。
お
絵
描
き
・

表
計
算
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
学
習
も
行
い
ま
す
。

ク
ッ
キ
ン
グ

料
理
を
作
り
な
が
ら
、
健
康
を
守
る
食
生
活
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

仲
間
と
楽
し
く
学
ぼ
う
、
八
ッ
ピ
ー
英
会
話

イ
ベ
ン
ト
＆
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
を

し
て
み
ま
し
よ
う
。

習学体全

全
体
学
習
会

映
画
鑑
賞
、
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
等
々
、
み
ん
な
で
テ
ー

マ
を
決
め
て
楽
し
く
学
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
で
す
。

自
治
会
活
動

キ
ャ
ン
プ
や
ク
リ
パ
、
雪
ま
つ
り
等
自
治
会
役
員
が
企
画
し
全
員

が
参
加
し
ま
す
。
（
釆
年
は
雪
像
で
市
長
賞
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
）

県
外
青
年
交
流

今
年
は
県
外
へ
出
掛
け
ま
す
。
飲
ん
で
、
さ
わ
い
で
、
大
い
に

語
り
合
い
ま
し
よ
う
。

9とおガ詐豊平成7年3月10日

簿
堵
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■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

予
紡
接
種
が

　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
　
ど

　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
す

　
予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
と
流
れ
等
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

の
で
次
の
点
に
ご
注
意
の
上
、
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
す
で
に
配
布
済
み
の
「
予
防
接
種
と

　
子
供
の
健
康
」
を
読
ん
で
、
接
種
す

　
る
前
に
理
解
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
会
場
で
体
温
を
計
り
ま
す
。

・
医
師
に
よ
る
予
診
（
視
診
、
聴
診
）

　
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
脱
ぎ
や
す

　
い
服
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
は
だ
か

　
で
診
察
し
ま
す
．

・
予
診
の
結
果
を
聞
い
て
保
護
者
に
接

　
種
す
る
か
ど
う
か
、
確
認
を
と
り
ま

　
す
の
で
子
供
の
健
康
状
態
が
良
く
分

　
か
る
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

・
予
診
の
結
果
、
接
種
出
来
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
受
付

　
で
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
以
前
よ
り
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

　
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
持
っ
て
来
る
物

　
・
体
温
計

　
・
印
鑑
・
母
藩
健
療
琴
帳

　
・
風
呂
敷
な
ど
衣
類
を
入
れ
る
物

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
保
健
衛

生
係
へ
．

蟹
鶴
寳
羨
継
巳
暫
畠

春
休
お

　
　
　
短
期
水
詠
教
蜜

■
と
　
き
　
3
月
2
6
日
㈲
～
4
月
1
日

　
d
b
（
2
9
日
㈱
は
休
み
）

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ

　
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

■
ク
ラ
ス
　
①
幼
児
・
学
童
（
4
～
1
4

　
歳
）
…
1
2
0
人
”
午
前
1
0
時
～
正

　
午
、
日
曜
日
の
み
午
後
1
時
3
0
分
～
3

　
時
　
②
成
人
男
女
（
1
8
歳
以
上
）
…
1
0

　
人
一
午
後
7
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

■
参
加
費
　
会
　
員
H
5
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
非
会
員
H
6
、
5
0
0
円

■
送
　
迎
　
幼
児
・
学
童
の
み
バ
ス
で
送

　
迎
し
ま
す
。
（
日
曜
日
は
な
し
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ

　
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
智
58
1
3
3
4
3
）

　
へ
．卿

催
　
し
盈

大
姓
春
十
臼
爾
会

上
野
公
園
花
晃
ツ
ア
ー

■
と
　
き
　
3
月
2
6
日
㈲
　
集
合
”
午

　
前
7
時
、
花
見
”
正
午
～
午
後
2
時

■
と
こ
ろ
　
上
野
公
園
（
中
央
園
路
）

■
参
加
費
　
▼
バ
ス
利
用
　
大
人
”
7
、

　
0
0
0
円
　
子
供
”
4
、
0
0
0
円

　
幼
児
”
1
、
0
0
0
円
　
▼
現
地
参

　
加
（
現
地
に
午
前
1
1
時
4
5
分
ま
で
に

　
集
合
）
　
大
人
“
4
、
0
0
0
円

■
定
員
　
5
0
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
　
3
月
1
5
日
㈱
ま
で
に
大

　
好
き
十
日
町
会
事
務
局
（
商
工
観
光

　
課
内
智
内
線
朧
）
へ
。

麟
年
度

　
　
リ
ゾ
ー
ト
セ
駐
ナ
ー

雷
と
　
き
　
3
月
1
5
日
㈱

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時
2
0
分

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　
①
講
演
「
魅
力
あ
る
リ
ゾ

　
ー
ト
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
」
講
師

　
”
溝
尾
良
隆
氏
（
立
教
大
学
社
会
学

部
教
授
）

②
講
演
「
リ
ゾ
ー
ト
地
域
に
お
け
る
望

　
ま
し
い
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
」
講

　
師
”
下
村
彰
男
氏
（
東
京
大
学
農
学

　
部
助
教
授
）

■
参
加
費
無
　
料

■
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ

　
ミ
リ
で
、
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電

　
話
番
号
を
、
新
潟
県
リ
ゾ
ー
ト
推
進

　
室
（
智
幡
ー
獅
1
5
5
1
1
内
線
2

　
4
0
6
、
F
A
X
晒
－
鰯
i
3
7
9

　
0
）
へ
．

簗
総
圃
市
罵
警
楽
祭

限
神
大
震
災
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
懇
ン
サ
ー
ト

■
と
　
き
　
3
月
1
9
日
㈲
午
後
2
時
～

　
　
　
　
　
　
（
開
場
一
－
時
3
0
分
）

　
下
水
道
供
用
区
域
が
広
が
り
ま
す
　

　
　
　
　
　
～
つ
な
ぎ
込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

　
3
月
31
日
働
か
ら
、
次
の
区
域
が
供

用
開
始
さ
れ
ま
す
。

■
供
用
開
始
区
域
　
川
原
町
、
高
田
町

　
6
、
妻
有
町
西
2
・
3
、
川
治
上
町
、

　
谷
内
丑
1
・
2
の
各
一
部

■
供
用
開
始
区
域
の
縦
覧

　
▼
と
　
き
　
3
月
1
4
日
㈹
～
2
7
日
㈲

　
▼
と
こ
ろ
　
下
水
道
課
（
下
水
道
処

　
理
セ
ン
タ
i
内
）

一
区
域
内
の
家
庭
や
事
業
所
は

①
台
所
や
風
呂
場
、
洗
浄
槽
な
ど
か
ら
出

響
だ
る

　
雪
ま
つ
り
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
雪

だ
る
ま
5
、
1
7
0
個
を
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
雪
だ
る
ま
を
作
っ
て
い
た
だ

い
た
人
の
中
か
ら
、
抽
選
で
次
の
人
が
当

選
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▼
デ
ィ
ズ
ニ
ー
め
ざ
ま
し
時
計

　
大
島
裕
樹
（
新
座
2
）
福
崎
清
吉
（
田

　
麦
）
高
橋
和
也
（
錦
町
2
）
丸
山
耕
作

　
　
（
為
永
）
真
霜
是
清
（
春
日
町
3
）

▼
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ

　
渡
辺
キ
ヌ
（
岩
野
）
中
町
和
男
（
為
永
）

　
㈱
拓
越
（
本
町
7
1
1
）
池
田
秀
夫

　
　
（
岩
野
）
田
中
保
雄
（
丸
山
町
）

▼
ト
ラ
ベ
ル
ウ
ォ
ッ
チ

　
田
村
麻
希
（
中
条
島
）
ほ
か
9
人

▼
C
D
券

　
る
汚
水
の
排
水
設
備
を
設
置
し
て
く

　
だ
さ
い
。

②
汲
み
取
り
便
所
は
、
3
年
後
（
平
成
1
0

　
年
3
月
3
0
日
）
ま
で
に
、
水
洗
便
所
に

　
改
造
し
て
く
だ
さ
い
。

②
建
物
を
新
築
し
た
り
、
増
・
改
築
で
便

　
所
を
改
造
す
る
と
き
は
、
水
洗
便
所
で

　
な
い
と
建
築
基
準
法
の
許
可
を
受
け

　
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
事
務
係

　
（
費
52
1
7
4
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗

ま
大
作
戦
当
選
者
発
表
繍

徳
永
繁
夫
（
川
治
内
後
）
ほ
か
9
人

▼
ネ
ー
ジ
ュ
ぬ
い
ぐ
る
み

庭
野
信
一
（
赤
倉
）
ほ
か
4
人

▼
ネ
ー
ジ
ュ
T
シ
ャ
ツ

関
根
一
夫
（
稲
荷
町
2
）
ほ
か
2
人

▼
ネ
ー
ジ
ュ
マ
グ
カ
ッ
プ

　
遠
田
文
平
（
川
治
上
町
1
）
ほ
か
2
9
人

▼
ネ
ー
ジ
ュ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

　
中
町
孝
市
（
仙
ノ
山
）
ほ
か
2
9
人

▼
ス
テ
ッ
カ
ー

　
柳
富
英
（
麻
畑
）
ほ
か
4
9
人

※
お
名
前
を
ご
紹
介
で
き
な
か
っ
た
人

　
は
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
、
替
え
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

臼
入
場
料
　
1
、
0
0
0
円
（
中
学
生

　
以
下
無
料
）

■
前
売
券
　
公
民
館
本
館
・
各
地
区
公

　
民
館
、
市
内
楽
器
店
で
販
売

■
出
演
　
シ
ル
キ
ー
ク
ィ
ー
ン
ズ
、

　
市
民
合
唱
団
、
十
日
町
紬
会
（
大
正

　
琴
）
、
市
民
吹
奏
楽
団
、
市
公
民
館
合

　
唱
教
室
、
サ
ン
デ
ー
・
ボ
ー
カ
ル
・

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
公
民

　
館
本
館
内
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

十
日
町
高
校

　
　
第
2
5
回
定
期
演
奏
会

■
と
　
き
　
3
月
2
6
日
㈲
午
後
2
時
～

　
　
　
　
　
　
（
開
場
H
1
時
3
0
分
）

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

■
演
奏
曲
目
　
組
曲
「
惑
星
」
よ
り
火

星
ほ
か

■
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
高
校
（
盈
5
2

　
－
3
5
7
5
）
へ
。

十
日
町
お
や
こ
劇
場

　
　
　
　
　
　
選
択
例
会

■
幼
児
向
例
会
　
　
「
ピ
ョ
ン
吉
に
い
さ

　
ん
の
こ
の
ゆ
ぴ
と
ま
れ
」
親
子
音
楽

企
画
公
演

．
▼
と
　
き
　
3
月
1
5
日
㈱

　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
8
時

　
▼
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
中
ホ
ー
ル

■
小
学
生
向
例
会
　
　
「
お
・
じ
・
3
（
さ

　
ん
）
」
劇
団
風
の
子
東
京
公
演

　
▼
と
　
き
　
3
月
1
8
日
d
b
、

　
　
　
　
　
午
後
3
時
～
4
時
1
0
分

　
▼
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
中
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
　
池
田
美
紀
（
北
新
田

　2・

盈
5
2
1
5
3
5
2
）
へ
。

春
休
み
子
供

　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

■
と
　
き
　
3
月
2
9
日
㈱
、
3
0
日
㈲
午

　
前
1
0
時
～
午
後
1
時
の
2
回

■
と
こ
ろ
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
（
本
町
3
）

■
内
　
容
　
野
菜
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
パ

　
エ
リ
ア
な
ど
（
両
日
と
も
同
じ
内
容
）

■
対
象
小
学
3
年
生
以
上
の
小
・

中
学
生
1
5
人
（
先
着
順
）

ロ
参
加
費
　
5
0
0
円

■
申
し
込
み
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
（
智
52
－

3
1
0
7
内
線
識
）
へ
。

　
　
　
＆
る
さ
と
の
彩
り

　
　
　
　
十
目
町
市
周
辺
の
自
然

　
　
　
　
山
岳
写
真
家
と
し
て
知
ら

　
　
　
れ
て
い
る
宮
澤
健
二
さ
ん

　
　
　
（
小
黒
沢
）
が
、
十
日
町
市

■歩行者の立場に立った運転をしましょう

　歩行者に路上の水をはねて運転して
いる車が見受けら
れます。歩行者に　　　　　　硯
とって非常に迷惑　旧．す．
　　　　　　　　　　　　　　　　　1です。注意してく　G　G
ださレ、．’　　…娼寒

2月中の交通事故発生状況（）は累計

撫，聴懸 雛鑑雛数 難繍鱗 灘講数

平成7年 12（20） 13（22） 0（0）
叢欝驚雛

平成6年 5（22） 5（30） 0（2）

平成7年 6（9） 6（11） 0（0）辮欝驚
灘欝駿
鞭穰欝 平成6年 8（12） 8（13） 0（0）

平成7年 18（29） 19（33） 0（0）
欝

平成6年 13（34） 13（43） 0（2）

　　　　　凍結路面でスリップし
　　ヨ
　謬　　　　　　　対行車と衝突

　　　　　2月15日㈱午前8時ごろ小
　　　　泉地内の県道下り坂で、41歳
男性運転の普通貨物車が、凍結路面を

単にぬれているものと思い不用意にブ

レーキを掛けたためスリップし、対向

車の47歳女性が運転する軽貨物車に衝

突。女性が1か月のけがをしました。

蓼

　　
『
就
学
援
助
制
度
』

　
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
小
・
中
学
校
へ
通
学
す
る
の
が
困
難

な
児
童
生
徒
（
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
児
童
生
徒
）
に

対
し
て
、
就
学
援
助
費
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

を
こ
利
用
く
だ
さ
い
　
　

　
　
援
助
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
学
校

　
ま
た
は
地
区
の
民
生
児
童
委
員
か
教
育

　
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
学
校
教

　
育
課
（
智
内
線
棚
）
へ
。

　就学援助費（予定額）

学溺晶・通学翔晶嚢　　　　　、

　掛挙較　 蕊隼墨⑭，驚愈⑧溝

　　　　　警｛“6繍麟　　韮馨，欝⑧⑧網

　零雛校　 墨撃鍵，⑧の鯛
　　　　　盤　再　＄年　　23，墨⑧O闇

新識学用晶費

　羅蝉校、群　　　麹，鋤鯛
　零犠校群欝　　　　麗，鋤⑳欝

俸驚蘂披銅呉費蘇融一馬異灘
　撫学校塗・雛辮　　鍛轟の顯閣

　輿学校聾隼　　　　論．欝愈開

修拳旅行嚢羅宿泊を催うも襯｝

　継欝校5稀談楚は趨緯案　費
　蜘学校3蕃　　　　　実　費
バス邊足等参叛費

　　　　　　　交通費・晃学料
夏季醐練参翻費
　索鱗校対象挙年

　　　　　　　交通費・発学料
給　食　費　　　　　　実　費

讐　の　他　学狡病緯よる医療

　　　　　　費の患者負i挺分

警
市
史
リ
ポ
ー
ト
と
お
か
ま
ち
」
芙
轟

■
A
5
判
　
　
2
9
8
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
灘
雛

■
頒
布
価
格
　
鞠
、
0
・
3
0
円

・
販
売
灘
腐
の
範
店

躍
瀧

　
　
　
　
蓼
難
縢
叢
溝
婆

　
　
驚

　
　
鑛
　
　
　
　
　
細
　
念

欝

簿
ヤ
獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
聾
　
亭
灘

　
　
　
　
　
　
　
短
懸
織

　
　
　
毒
響
灘
．

　
昭
和
62
年
に
第
一
集
を
刊
行
以
来
、

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
「
市
史
リ
ポ

ー
ト
と
お
か
ま
ち
」
は
、
今
回
刊
行
す

る
第
八
集
が
最
終
巻
と
な
り
ま
す
。
第

八
集
に
は
、
第
一
集
か
ら
七
集
ま
で
の

総
目
次
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
今
月
下
旬
に
は
、
初
め
て
の
通

史
編
「
近
世
一
」
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
史
編
さ
ん
室
（
博

　
物
館
内
・
盈
5
7
－
5
5
3
1
）
へ
。

77　』旨お』r夢3　平成7年3月10日

il騰隅i



o
ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑯

ryls

弥
生
時
代
の
つ
む

（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
城
之
古
遺
跡
は
、
市
内
で
も
数
少

な
い
弥
生
時
代
の
遺
跡
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

集
落
北
側
の
地
域
で
圃
場
整
備
が
行

わ
れ
る
た
め
、
昨
年
十
一
月
か
ら
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
中
期
か

ら
後
期
（
約
二
千
年
前
）
の
遺
跡
で

す
。
調
査
の
結
果
、
二
棟
の
建
物
跡

と
弥
生
土
器
や
石
器
な
ど
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
う
す
い

写
真
の
よ
う
な
土
製
の
つ
む
（
紡
錘

し
ゃ車

）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
む
は
、
繊
維
に
強
さ
を
出
す
た

　
　
よ

め
に
撚
り
を
か
け
る
道
具
で
す
が
、

市
内
で
は
馬
場
上
遺
跡
（
西
小
学
校
）

な
ど
で
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
つ
む
は
、
土
器
の
破
片
か
ら

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
破
片
を

打
ち
欠
い
て
（
写
真
左
）
、
ま
る
く
整

形
し
ま
す
（
写
真
中
央
）
。
そ
し
て
、

中
央
に
穴
を
あ
け
（
写
真
左
）
、
こ
の

穴
に
軸
と
な
る
棒
を
差
し
込
め
ば
出

来
上
が
る
わ
け
で
す
。

　
軸
は
、
木
製
だ
っ
た
の
で
腐
り
や

す
い
も
の
で
す
が
、
今
ま
で
に
大
阪

府
な
ど
で
出
土
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
つ
む
で
撚
り
を
か
け
て
、
な

に
が
作
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た

生
時
代
に
は
、
す
で
に
原
始
的
な
機

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
後
世

「
越
後
の
布
」
と
し
て
も
て
は
や
さ

れ
た
織
物
の
元
と
な
っ
た
布
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
、
ア
ン
ギ
ン
の
よ

う
な
編
み
布
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
原
料
の
繊
維
は
、
江
戸
時

代
に
特
産
物
だ
っ
た
越
後
縮
の
よ
う

に
、
カ
ラ
ム
シ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。　

こ
の
つ
む
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

が
わ
い
て
き
ま
す
。

　
城
之
古
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
雪

消
え
後
に
再
開
さ
れ
ま
す
。
新
し
い

発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

覇
獺
懲
鰯
灘
纏
　
灘
耀
講
難
雛
羅

破片から作られたつむ

ちか
φ

示℃
今月の表紙

　この季節のスギは、雪の白さの中で黒々とひときわ目立ちます。遠

くから木全体を眺めると、先端がとがった円すい形をしており、降雪

に適応した姿のように見えます。しかし、斜面に植えられているスギ

を雪が消えてから見ると、どのスギも根元の近くが曲がっています。

　積もった雪は、気温が0℃以上になると粘りけが増し、物を引き

下げようとする力が強くなり、時には屋外に設置された鉄棒さえも

曲げてしまいます。また、斜面に積もった雪は、下方にゆっくりと

滑ります。地面近くの雪より表面の雪の方が広い範囲まで滑ります。

そして、木などがあると大きな力（斜面雪圧）を木にはたらかせま

す。雪国で見られるスギの根曲がりはこの力のためなのです。たく

ましく育つスギに自然の底力を見せつけられてしまいます。G

※だんごまき
　　　　　　　　　　　　　ねはんえ
　お釈迦様の命日2月15日は浬繋会
　　　　　　　　　　　　だんご
と呼ばれ、各寺院やお堂で団子まき

が行われます。雪の多いこの地方で

は1か月遅れの3月15日に行います。

この団子を食べると風邪をひかない

といわれ、また山菜とりなど山歩き

に持っていくと、魔除け・マムシ除

けになるといわれています。

※ほつけたち
　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　ちゅうにんち
「春分の日」を「中日」として、前

　　　　　　　　　ひがん
後の3日間ずつが春彼岸です。春秋

の彼岸は盆と同様、先祖を迎えてま

つる日です。ほつけたちは、彼岸の

「入り」と「明け」の日に門口など
　わら　　　た

で藁を焚き「迎え火・送り火」にし

て、うたを唱えながら先祖の道案内

をする伝統行事です。

市の動き
（2目末日現在）

　45，757人（前月比＋15）

22，545人（ノソ＋4）

23，212人（〃　＋11）

（前月比一40）12，753
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□
3
か
月
間
、
雪
ま
つ
り
事
務
局
に
出
向

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
休
日
出

勤
の
た
め
に
で
き
な
か
っ
た
ス
キ
ー
を
思

い
切
り
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
雪
ま
つ
り
は
、
不
順
な
天
候
や

阪
神
大
震
災
の
影
響
で
約
3
割
減
の
人
出

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
勢
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
に
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
て
い
る
姿
に
、
遠
来
の
お
客
さ
ま

も
心
か
ら
感
激
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

□
雪
ま
つ
り
が
終
わ
る
と
、
妻
有
の
里
は

よ
う
や
く
春
と
な
り
、
明
る
く
気
持
ち
の

良
い
日
が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
3
月
は
卒

業
や
転
勤
な
ど
、
別
れ
の
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
も
、
残
念
な
が
ら
お
別
れ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
沢
山
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
春
の
よ
う
な
す
が
す
が
し

い
気
持
ち
で
、
お
送
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
．
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ブ2この紙は再生紙を使っています。


